
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 音読をした日数 音読の達人 自己評価 先
生
か
ら 

保
護
者
か
ら 

音読が終わったら、   の中に日づけを書きましょう。 

 

例： 

一度もつかえ

ずスラスラ読

めた。 

休まずがんばった ◎ 
 

ページ 教 材 名 
がんばった    ○ 

もっとがんばれた △ 

1 巻頭 見えないだけ           印 

2 16～ アイスプラネット           印 

3 36～ 枕草子           印 

4 42～ クマゼミ増加の原因を探る           印 

5 62～ 短歌に親しむ           印 

6 68～ 短歌を味わう           印 

7 69～ 言葉の力           印 

8 84～ 星の王子さま           印 

9 92～ ヒューマノイド           印 

10 104～ 字のない葉書           印 

11 122～ モアイは語る―地球の未来           印 

12 136～ 月夜の浜辺           印 

13 140～ 平家物語           印 

14 146～ 扇の的―「平家物語」から           印 

15 154～ 仁和寺にある法師―「徒然草」から           印 

16 158～ 漢詩の風景           印 

17 166～ 君は「最後の晩餐」を知っているか           印 

18 176～ 「最後の晩餐」の新しさ           印 

19 192～ 父と話せば           印 

20 195～ 六千回のトライの先に           印 

21 204～ 走れメロス           印 

22 236～ 鍵           印 
 

 

【音読をするときの約束】 

１ 初めは、言葉や文の最後まで丁寧に発声しよう。 

２ 読めない漢字や意味が解らない言葉は辞典で調べよう。 

３ 文章の内容や表現の特色を考えながら、読む速さや声の強弱、言葉の調子などを工夫しよう。 

４ スラスラ読めるようになったら、速く読む練習をしよう。（速読） 

５ 教材の学習が終わったら、自己評価をして、先生や保護者にチェック（押印）してもらおう。 
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